
高速炉炉心の耐震性評価技術開発 

(1) 313 体群体系加振試験 

Development of seismic assessment method for FR core  

(1) Seismic Experiment of Hexagonal Bundle Model Using 313 Core Assembly Mock-Up 
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高速炉の炉心構成要素の３次元群振動を考慮した、炉心の耐震性評価技術の開発を実施している。本件

では、コアフォーマの有無が振動挙動に与える影響の検証に用いる振動挙動データ及び多数体系における

水平変位及び衝突荷重を取得するための振動試験の結果を発表する。 
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1. 緒言 

高速炉の炉心構成要素は温度やスウェリングによる伸びが生じるため，軸方向は拘束せず炉心支持板に

自立させている。地震動を受けた場合には、鉛直方向の地震荷重による炉心構成要素の跳び上がりや、水

平方向の地震荷重による隣接する炉心構成要素との衝突、冷却材との流体構造連成などを含む複雑な群振

動挙動を示す。これを評価するための 3 次元炉心群振動解析コード(REVIAN-3D)を構築している。 

ここで、国内の既設の高速炉は、主に地震時における炉心形状を維持するために、コアフォーマにて最

外周部の炉心構成要素の水平方向の変位を制限しているが、耐震条件が異なる海外炉では、物量の低減や

炉内構造物の形状の自由度を上げることを目的に、コアフォーマを不要とした設計もある。本件では、コ

アフォーマの有無が炉心全体の振動挙動に与える影響を確認し、3 次元炉心群振動解析コードの検証データ

を取得するための振動試験を実施した。 

2.試験の概要 

313 体の縮尺試験体を内包した試験装置（図 1）

を、想定地震動における炉心支持板応答を模擬し

た入力波で加振し、モーションキャプチャにより

頂部変位を測定した。また、炉心構成要素の水平

方向変位を制限するコアフォーマを模擬した衝突

治具の有無による、振動挙動の違いを確認した。 

3.試験結果 

コアフォーマの有無による炉心半径変動量の比

較結果(図 2)を示す。各層の試験体の位置形状を円

で近似し、その円の半径（炉心半径）の変化を炉

心変形量の指標とした。コアフォーマ有に比べて、

コアフォーマ無の炉心変形量は小さくなり、コア

フォーマの有無により炉心全体の振動挙動が変化

している様子が確認できた。 

（本報告は、経済産業省からの受託事業である「高速炉の国際協力等に

関する技術開発」の一環として実施した成果である。） 
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図 2 炉心半径変動量の比較 
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